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研究成果の概要（和文）：社会の高齢化に伴い、心身の不調への対応として養生法への関心が高まっている。本研究で
は、「補完代替医療(CAM)」や「ヒーリング･オルタナティヴス」とも呼ばれてきた、近代西洋医学（コスモポリタン医
学）に一体化されない養生の実践と展開を、高齢期のウェルビーイングに注目し検討した。近代西洋医学と多様な民間
療法･代替医療が実践されてきたスイスとドイツに関し情報収集･現地調査を行った。
地域における治療･養生の伝統を基盤としてきたスイスやドイツの補完代替医療は、高齢者の心身状況に関わるばかり
ではなく、養生文化の拠点が多世代を包摂するコモンズ(共有地)として展開することに影響を与えてきたことが明確と
なった。

研究成果の概要（英文）：In aging societies, regimens that work well with mental and physical disorders 
have been attracting more attention. This research studied the practices and deployment of various 
regimens called complementary and alternative medicine (CAM) and healing alternatives that have not been 
accepted in modern medicine (cosmopolitan medicine), focusing on their application toward promoting the 
wellbeing of older adults. Information and the results of field studies conducted in Switzerland and 
Germany, where modern medicine as well as folk medicine and alternative medicine have been utilized, were 
collected.
Complementary and alternative medicines in Switzerland and Germany are based on the local tradition of 
treatment and regimens, and this research has revealed that the medicines not only affect the mental and 
physical wellbeing of older adults, but also help those places that work to become bases of local regimen 
culture and develop as commons shared by people of all ages.

研究分野： 文化人類学
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ドイツ
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１．研究開始当初の背景 
 
 社会の高齢化に伴い、とくに完治困難な心
身の不調への対応や健康長寿を目指して、養
生法や代替医療への関心が高まっている。こ
のようなニーズの背景としては、①継続的な
不調を抱えた日常生活において、養生の要素
を含んだ内容を、継続的な信頼関係を築いた
治療者や、同様の悩みを抱えた人々と共有・
検討できる環境が求められていること、②移
住・移民経験を持つ高齢者においては、移住
前の生活において受けていた治療を求める
傾向がみられること、などがあげられる。こ
れらのニーズは、人々の人生経験と深く関連
している。一方で、代替医療や養生法の適用
においては、各地域の制度に照らし、適用の
認可や、どのような形で可能か等、解決が必
要な問題点も多く含まれている。 
研究代表者は、ホメオパシー(同種療法)を

はじめとする地域の自然資源に注目した代
替医療や移住者の移住地における医療適用
の問題に関し、研究調査を蓄積してきた（「ス
イスにおけるホメオパシーとハーブ」『癒し
の歴史人類学』2002 年；「非正統治療者モー
リス・メッセゲの植物治療－南仏ガスコーニ
ュ地方植物民俗療法の現在」『人間・文化・
心』1: 249-262、1998 年)。得られた成果の
うち、とくに注目された点として、①フラン
スでは非正統医療として排斥されたモーリ
ス・メッセゲの植物治療が、スイスでは長期
に渡って実践されてきたホメオパシーや近
代西洋医学と併用することで適用されてい
ること、②スイスにおけるそうした傾向の背
景として、治療は地域環境に精通した住民が
選択するものであるという認識が顕著であ
ること、③上記①・②においては、基礎的条
件として、制度のありかたやその解釈、及び、
治療者・被治療者の関係のありかた、などに
おける柔軟な議論が続けられていること、が
指摘できる。 
 先行研究では、ホメオパシーや漢方が慢性
疾患にとくに適していることが指摘されて
きた。しかし、高齢者のウェルビーイングに
資することを念頭に、地域に根ざした多様な
ケア開発の一環として、代替医療適用の可能
性を具体的に検討した研究はいまだ十分と
はいえない。本研究では、社会の高齢化とい
う状況下で、ケアの可能性を拡大することを
念頭に現地調査を進めた。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、「補完代替医療 (CAM)」

や「ヒーリング・オルタナティヴス」とも呼
ばれてきた、近代西洋医学に一体化されない
代替医療や養生の実践と地域における治
療・養生文化との関係を、高齢者のウェルビ
ーイングの充実という観点から、その適用の
可能性を検討することである。 
代替医療適用の可能性とその条件につい

て、様々な領域の研究者・実践者が参照可能
なかたちで、フィールドワークに基づく国際
共同研究の成果を具体的に呈示する。調査対
象とする主な地域は、近代西洋医学とホメオ
パシーの併用を基盤として植物療法(フィト
セラピー)など多様な民間医療・代替医療が実
践されてきたスイスやドイツである。高齢者
が補完代替医療を適用する場や機会に注目
して資料収集・調査を行い、地域資源を生か
した治療やヒーリングの実践の可能性につ
いて、明確な資料を呈示する。 
 
３．研究の方法 
 
エイジング(年を重ねる)環境に関する比

較文化研究として、高齢社会における「オル
タナティブ・メディスン」（代替補完医療）
の適用に関し現地調査を進めた。 
調査対象とした主な地域は、近代西洋医学

とホメオパシーの併用を基盤として、植物療
法、シュタイナー医学に基づくアンソロポソ
フィー、中医学などの多様な民間医療･代替
医療が実践されてきたスイスである。 
また、ホメオパシー及び植物療法に関し、

スイスと影響関係にあるドイツやアメリカ
合衆国と比較しつつ検討することにより、地
域資源を生かした治療やヒーリングの実践
の可能性について、情報収集・現地調査を展
開し、様々な領域の研究者・実践者が参照可
能な形で、フィールドワークに基づく成果を
具体的に呈示した。 
健康長寿との関係で注目されている代替

医療の中でも、近代西洋医学と併用されてい
るホメオパシーについて、ドイツのロバー
ト・ボッシュ研究所にて、所長へのインタビ
ュー、及び資料収集を行った。 
現地調査として、高齢者が暮らしやすい街

づくりを推進しているスイスやドイツの地
方都市において、予備調査に基づき、高齢者
と若者世代が共に作る環境と養生に配慮し
た暮らしの場について、企画と建設過程、共
有スペースや時間の共有に関する構想と実
践に関し、集中的に情報を収集した。 
スイス中部地域において、フィトセラピー

を活用している高齢者生活支援付住居が含
まれる複合施設について現地調査を進めた。
障害者が学び働く場、子どもたちの教育の場、
農産物生産の場、コンサートホールやレスト
ラン・ホテルなど内外の人々の利用に開かれ
た場を有する総合施設の各部署においてイ
ンタビュー調査および参与観察を行った。ま
た障害者が住み慣れた街で仕事や交流をし
ながら長期に暮らせる住居・交流施設の創出
について、比較的視点から調査を行った。 
 
４．研究成果 
 
 高齢者が代替補完医療や養生法の情報や
適用を求めて訪れる機関について、とくにス
イスの 3 地域に注目して現地調査・情報収



集・分析を行った。 
第一の場所は、ドイツ語圏ベルン州に作ら

れた継続ケア高齢者(退職者)コミュニティ
（ Continuing Care Retirement Community 
(CCRC)）である。この施設は、首都ベルンか
ら2時間ほどのエメンタール地方の山間地の
広大な土地に、新たに多世代が利用できる施
設として構想された。19 世紀から水浴養生施
設として利用されてきた伝統と、敷地内で生
産される様々な薬草、野菜、果物、蜂蜜など
を生かした食養生、そしてルドルフ・シュタ
イナーが開発した教育やアンソロポソフィ
ーと呼ばれる心身の調整などが適用されて
いる。近年は、多世代共生、若年世代におけ
る雇用機会の創出などの特徴を付加しつつ
ある。 
この施設の特徴として、情緒・知能に障害

のある人々が仕事をしながら暮らす施設、子
どもたちが学ぶシュタイナーに基づく学校
が併設されていることがある。さらに、季節
ごとのイベントには、近隣やベルンから世代
を問わず人々が訪れている。地域の伝統や植
生に関する情報について語り合い触れるコ
モンズ(共有地)を提供することにより、山間
の新しい創造地に暮らす人々が孤立しない
しかけの一つとして、代替補完医療や養生法
が生かされている。 
高齢者は、自宅で過ごすことが難しくなり

この施設に移動するので、包摂感を感じて暮
らす（エイジング・イン・プレイス）感覚を
得るために、近代西洋医学とともに、様々な
補完代替医療や多様な心身のウェルビーイ
ングに向けた活動が適用されている。自宅か
ら高齢者対象集合住居施設やナーシングホ
ームに移動したことによるストレスや不調
に対し適用されてきた補完代替医療は、その
施術の時間も合わせて、高齢者が施設やスタ
ッフなど新しい環境に適応する機会を与え、
とくに多世代共生型環境では、高齢者がその
新しい街の住人として生活するための支援
となっていることが明確となった。認知に問
題のある高齢者に対する補完代替医療は、地
域の食材を使った料理と飲食に基づく養生
法や自然とのふれあいと休息など、日常活動
とリズム調整が併用されることにより、施設
居住であっても地域居住と同様に充実させ
ることに繋がっていることが判明した。 
 この施設と比較する目的で、他の二つの地
域に関する調査結果の整理と分析を行った。
第二の場所は、フランス語圏ヴァレー州に設
置されたフランスから移入されたモーリ
ス・メッセゲの養生法が適用される施設であ
る。様々な薬草と食事療法を併用したメッセ
ゲの養生法、スイスで適用可能である代替補
完療法であるホメオパシー、そして西洋近代
医学が併せて用いられている。この施設には
高齢者のみならず大都市ジュネーブをはじ
め国内外から人々が訪れ、短期から長期滞在
し養生に集中する。 
 第三の地域は、北東部アッペンツェル・イ

ンナーローデン準州およびアッペンツェ
ル・アウサーローデン準州で、直接民主制の
実施など伝統的な暮らし方が続けられてい
る観光地である。民俗療法に深い関心を示し
た 16 世紀の医師パラケルススが活動した場
所として知られてもいる。山間の地で得られ
る薬草療法、ボーデン湖の北のドイツから移
入されたフォーゲルの薬草療法、そしてパラ
ケルスス・クリニックでは鍼灸や中医学によ
る施術を受けることができる。いずれも滞在
型治療施設ではないが、食事療法や施術を求
めて人々が訪れる。 
 これら三点の集中的調査と分析から、地域
の伝統や歴史に基づいた代替補完療法は、身
体への働きかけとともに、人々に薬草や食養
生に関わる治療に触れ語り合う機会を与え
てきた。鉄道の終点などすべて不便な地域に
あって、日常生活から離れて休養したり楽し
みを求める人々が集まることによって、地域
や住人が孤立することはない。このことは、
第一の場所であるベルン州に見られるよう
に、孤立しがちな郊外型の高齢者対象 CCRC
や障害者対象住居コミュニティが、郊外の山
間地で継続可能とする要素でもある。高齢者
のウェルビーイングを充実する代替補完医
療と養生法は、地域文化の一つとして位置づ
き活用されることにより、多様な世代の人々
が包摂感を感じて暮らす（エイジング・イ
ン・プレイス）場（エイジ・フレンドリー・
コミュニティ）の創出に寄与する可能性が明
示された。 
 本研究成果は、国内外で発表し論考にまと
め、ウェブで広く一般に発信してきた。スイ
スの高齢者たちが親しんできた地域の癒し
文化と養生思想に関する知見を、日本薬学会
のホームページを通して広く医療従事者・研
究者および一般に向けて提供し、成果の一部
を日本文化人類学会研究大会において報告
し、さらに一般・研究者を対象とした招待講
演などにおいて発信した。 
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